
中
学
校
【
国 

語
】
正
解
・
解
答
例 

 

一 問
一 

Ａ 
体
罰 

 
 

Ｂ 

普
通
教
育 

 
 

Ｃ 

つ
か
さ
ど
る 

問
二 

イ 

問
三 

⑤ 

問
四 

Ａ 

具
体 

 
 

Ｂ 

抽
象 

 
 

Ｃ 

朗
読 

 
 

Ｄ 

調
和 

 
 

Ｅ 

目
的 

Ｆ 

図
表 

 
 

Ｇ 
展
開 

 
 

Ｈ 

効
果 

 
 

Ｉ 

言
語
活
動 

Ｊ 

出
典 

 

配
点
：
問
一
～
問
三 

各
２
点×
５
、
問
四 

各
１
点×

１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
点 

 

二 問
一 

（
一
） 

は
ん
ぷ 

 

（
二
） 

ち
ゅ
う
よ
う 

 

（
三
） 

さ
か
の
ぼ 

（
四
） 

穏
便 

 
 

（
五
） 

示
唆 

 
 
 
 

（
六
） 

破
綻 

問
二 

 

エ 

問
三 

（
一
） 

オ 
 
 
 

（
二
） 

ア 
 
 
 

（
三
） 

カ 

問
四 

（
一
） 

爪 
 
 
 

（
二
） 

矢 

問
五 

（
一
） 

壮 
 
 
 

（
二
） 

衷 

問
六 

（
一
） 

エ 
 
 
 

（
二
） 

ア 
 
 
 

（
三
） 
イ 

問
七 

（
一
） 

未
然
形 

 

（
二
） 

連
体
形 

 

（
三
） 

連
用
形 

 

（
四
） 

連
用
形 

問
八 

（
一
） 

動
詞 

 
 

（
二
） 

連
体
詞 

問
九 

 

ア 

問
十 

（
一
） 

帰
省
・
夏 

（
二
） 

雪
残
る
・
春 

問
十
一
（
一
）  

過 

猶 

不 

及  

（
二
）  

冀

 
 

二 

復

 
 

 

得 

兎

 
 

 
 

（
三
）  

七 

十 

而 

従 

心 

所 

欲 

不
レ 

踰
レ 

矩 
 

 

配
点
：
問
一
～
問
六 

 

各
２
点×

１
７
、 

 
 
 

 

問
七
～
問
十
一 

各
３
点×

１
２ 
 

（
問
十
、
問
十
一
は
完
答
） 

 
 
 
 
 
 

 

７
０
点 

 

三 問
一 

ⓐ 

ま
ぬ
か 

 
 

ⓑ 

看
過 

問
二 

果
た
す
こ
と 

～ 

難
さ
れ
る
。 

問
三 

他
者
と
の
関
係
か
ら
独
立
し
て
な
し
た
の
で
は
な
い
行
為
が
あ
る
、
と
い
う
現
実
。(

三
十
二
字) 

問
四 

エ 

問
五 

強
い
責
任
が
通
用
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
の
基
盤
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。(

三
十
字) 

問
六 

ウ 

 

配
点
：
問
一
～
問
五 

各
５
点×

６
、
問
六 

４
点 

 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 

 

３
４
点 

  

二 

一 

一 

レ 
 

レ 

レ 

レ 



四 問
一 

ⓐ 

名
詞 

 
 

ⓑ 

副
詞 

問
二 
京
の
短
歌
と
同
じ
思
い
を
表
現
し
た
自
分
の
句
で
、
俳
句
の
魅
力
を
京
に
伝
え
た
い
と
い
う
覚
悟

を
決
め
て
い
る
。（
四
十
四
字
） 

問
三 

日
々 

問
四 

感
情
を
直
接
出
す
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
行
為
に
そ
の
と
き
の
感
情
や
思
い
を
込
め
る
表
し
方
。 

 
 

 

問
五 

歳
時
記 

問
六 

自
分
の
思
う
と
こ
ろ
と
一
致
し
て
満
足
す
る
。 

問
七 

思
い
も
し
な
か
っ
た
「
日
記
買
ふ
」
と
い
う
言
葉
が
季
語
で
あ
り
、
そ
の
五
音
に
、
自
分
の
過
去

と
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
ど
ち
ら
も
受
け
入
れ
る
思
い
と
、
年
の
瀬
の
空
気
や
新
し
い
年
へ
の
期
待

が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
。 

問
八 

俳
句
は
短
歌
の
代
わ
り
に
は
な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
河
野
の
話
を
聞
く
こ
と
で
短
歌
と
は

異
な
る
俳
句
の
魅
力
に
興
味
を
持
ち
、「
俳
句
甲
子
園
」
に
出
場
し
て
も
よ
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
た
。 

 

配
点
：
問
一
・
問
三
・
問
五
・
問
六 

各
３
点×
５
、
問
二
・
問
四 

各
４
点×

２
、 

問
七
・
問
八 

各
５
点×

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３
３
点 

 

五 問
一 

お
も
う
よ
う 

問
二 

ど
う
し
よ
う
も
な
い 

問
三 

角
が
立
派
過
ぎ
て
、
木
の
枝
が
分
か
れ
た
所
に
引
っ
か
か
り
、
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
。 

問
四 

さ
て
も 

～ 

か
ら
ず 

問
五 

人
間
関
係
に
お
い
て
、
手
厚
く
扱
い
、
目
を
か
け
て
き
た
者
が
敵
と
な
っ
た
り
、
嫌
っ
て
よ
そ
よ
そ

し
く
し
て
い
た
者
が
助
け
て
く
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。 

問
六 

イ 

 

配
点
：
問
一
・
問
二
・
問
六 

各
３
点×

３
、 

問
三
・
問
五 

各
５
点×

２
、
問
四 

４
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 

２
３
点 

 


